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は　　し　　が　　き

　令和７年版「豊橋市統計書」をここに刊行いたします。

　本書は、豊橋市の人口・産業・経済・教育・文化等の各分野にわたる基本的な統計資

料を総合的かつ体系的に収録し、市勢の推移と現況を紹介したものであります。

　本書が行政上の利用にとどまらず、民間における企業経営や学術研究、あるいは市民

生活向上のための指針等の基礎資料として広くご利用いただければ幸いであります。

　編集に際しましては、なるべく従来の様式を踏襲し統計の継続性に考慮しつつ、最新

性の追求にも努めてまいりましたが、なお不十分な点もあろうかと思いますので、各方

面からのご指導とご意見をいただきまして、一層の内容充実に努めてまいりたいと考え

ております。

　おわりに、本書の刊行にあたり貴重な資料をいただきました関係各位に厚くお礼申し

上げますとともに、今後とも一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　令和７年１１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊　　橋　　市



利　用　者　の　た　め　に

１．本書は、豊橋市の各方面にわたる基本的な統計資料を収集し掲載したものである。

２．資料は、令和６年度等の統計資料を主として収録したが、比較対照の便を考慮して

　おおむね過去５年間の資料も合わせて掲載した。

３．資料は、各官庁、民間諸機関、庁内各課等から直接収集したもので、出所は各表の

　下部左端に掲げ、刊行物によるものはその書名を付記した。

４．統計表中、説明を要する箇所は脚注をし、数値の単位については各表の上部右端に

　注記したが、一見して明らかなものは省略した。

５．統計表中、「何年」とあるものは年間（１月～１２月）、「何年度」とあるものは会計年度

間（４月～翌年３月）を示し、「何年（度）末、何月末」または「何年何月何日」とあるもの

　はその期日の数字を示す。

６．数値の単位未満は四捨五入を原則とした。したがって合計の数値と内訳の合計と

　は一致しないことがある。

７．数値は、資料収集時のものであり、本書発行後に確定し、変更のあった場合は次年

　度以降に変更する場合がある。

８．統計表中の符号の用法は次のとおりである。

　「－」…………該当数値なし

　「…」…………資料なしまたは不詳

　「０」…………単位未満

　「△」…………負数

　「ｘ」…………数値の公表を差し控えるもの

９．本書に収録した統計資料について、さらに詳細な資料が必要なとき、あるいは疑義

　がある場合は、各資料の出所機関または本市総務部行政課統計調査グループに照会し

　てください。



　豊橋市徽章は、旧吉田藩主が使用した千切を基礎と

したもので、多年にわたり豊橋を表象してきたため、

これを襲用して明治４２年 ６ 月 ６ 日、本市の徽章としま

した。

　 　昭和３５年 ５ 月、市民愛市憲章推進協議会の前身とも

　 いうべき豊橋都市美協会が一般市民からのアンケート

　 により、市の花「つつじ」を制定するよう市に陳情、

　 同年 ５ 月３０日市議会の総務調査会でこれが了承されま

　 した。

　愛市憲章制定１０周年を記念して市民愛市憲章推進協

議会が「市の木」を制定しようと委員会を設け選考を

進め、市民のアンケートで推せんが一番多かった「く

すのき」 を選び、市の賛意を受けて昭和４８年４月２０日、

市の木に決定しました。

　「くすのき」は常緑樹で、盛んな成長力と緑の美し

さがあり、「進展する豊橋市の象徴の木として最もふ

さわしい」として選ばれました。

　 　市民愛市憲章推進協議会から、市民の共通の理想と

　 精神を総集した市旗を定めてほしいと市に陳情があり、

　 昭和３８年７月１日市旗制定を告示しました。

　 　市旗は市章と同じく千切（ちぎり）を描いたものです。

　豊橋市歌は、昭和 ３１ 年市制施行 ５０ 周年記念事業として制定されたもので

す。歌詞は全国公募を行い、総数 ２９８ 編にもおよぶ応募があり、詩人丸山薫

をはじめとする審査員により奈良県の辰巳利郎氏の作品に決定されました。

さらに丸山薫の補作を経て、作曲を古関裕而に依頼しました。
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わたくしたち豊橋市民は

１．心をあわせ美しい町をつくりましょう
１．よく働き豊かな町をつくりましょう
１．愛情をもちあたたかい町をつくりましょう
１．きまりを守り明るい町をつくりましょう
１．教養をたかめ文化の町をつくりましょう

豊橋市民愛市憲章

　　　　　市の花『つつじ』

豊 橋 市 歌

　　　　　 豊橋市徽章

　　　 市の木『くすのき』

　　　　　  市　　　　旗


